
１ ２ ３棟包 仕様 棟包急勾配用仕様 耐風補強工法 仕様
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軒板（大）
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104 シーリング※2

※１笠木が防腐処理されている場合は不要

※２笠木にタフモックを使用する場合は不要

※１

30×90（防腐処理）

役物固定釘

棟包

笠木 18×90

下葺材

笠木固定釘

下葺材

パーライトモルタル　ｔ＝40

グランネクスト

屋根釘

※3

※4

※3 軒天（大）を使用し、200㎜以下かつ、棟包から出る長さで上端を切断

※4 最上段より一段下の屋根材は252～350㎜の寸法で納める

棟包急勾配用

グランネクスト

笠木 18×90

下葺材

下葺材

パーライトモルタル　ｔ＝40

シーリング

笠木固定釘

役物固定釘13
0

30

19

屋根釘

軒板（大）

※1　笠木が防腐処理されている場合は不要
※2　笠木にタフモックを使用する場合は不要

※2

※1

30×90（防腐処理）
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10

※3

※4

※3 軒天（大）を使用し、200㎜以下かつ、棟包から出る長さで上端を切断
※4 最上段より一段下の屋根材は252～350㎜の寸法で納める

グランネクスト　6.0mm厚品 / RC造　　参考納まり図　【平棟部】

下葺材

パーライトモルタル　ｔ＝40

グランネクスト

屋根釘

※1 笠木が防腐処理されている場合は不要
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軒板（大）
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104強風補強釘45

補助シート

30×90（防腐処理）

役物固定釘

シーリング

棟包

笠木 18×90

下葺材

笠木固定釘

※2

※2

※2 より強固な補強が必要な場合

※1

※3

※4

※5

※3 笠木にタフモックを使用する場合は不要

※4 軒天（大）を使用し、200㎜以下かつ、棟包から出る長さで上端を切断

※5 最上段より一段下の屋根材は252～350㎜の寸法で納める
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